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第64回
　

平
成
二
十
九
年
七
月

二
十
七
日
か
ら
二
十
八

日
、
栃
木
県
総
合
文
化

セ
ン
タ
ー
と
宇
都
宮
市

内
各
会
場
に
お
い
て
、

教
育
研
究
大
会
が
開
催

さ
れ
た
。

　

今
年
の
大
会
テ
ー
マ
は
「
人
生
の
ス

タ
ー
ト
に
こ
そ
良
質
な
教
育
を
」
〜
乳
幼

児
期
の
育
ち
を
支
え
る
保
育
者
で
あ
り
続

け
る
た
め
に
〜
で
、
県
内
の
千
三
百
名
を

超
え
る
先
生
方
が
集
ま
っ
た
。

主
催
者
挨
拶

栃
幼
連
理
事
長　

石
嶋
　
勇

　
「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度
」
が

ス
タ
ー
ト
し
て
３
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。

　

ま
だ
先
の
見
え
な
い
複
雑
な
制
度
に
不

安
な
気
持
ち
は
払
拭
で
き
て
い
ま
せ
ん
が

栃
木
県
及
び
市
町
の
行
政
担
当
者
の
丁
寧

な
指
導
の
下
、
問
題
解
決
に
取
り
組
ん
で

お
り
ま
す
。
私
学
助
成
を
受
け
る
園
・
新

制
度
に
移
行
し
た
園
、
全
て
に
国
と
し
て

平
等
に
公
費
を
給
付
い
た
だ
き
人
間
形
成

に
最
も
重
要
な
幼
児
教
育
保
育
に
力
を
注

い
で
い
た
だ
き
た
い
と
要
望
し
ま
す
。
ま

た
幼
児
教
育
の
無
償
化
実
現
に
向
け
て
要

望
活
動
を
展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

皆
様
の
ご
支
援
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

来
賓
祝
辞

　

ご
来
賓
の
栃
木
県
知
事 

福
田
富
一
様
、

栃
木
県
議
会
議
長 

小
林
幹
夫
様
、
宇
都

宮
市
長 

佐
藤
栄
一
様
か
ら
祝
辞
を
い
た

だ
い
た
。

表
彰

「
栃
幼
連
幼
稚
園
教
育
研
究
功
労
者
」（
敬
称
略
）

　
小
野
塚
　
聡

　（
認
定
こ
ど
も
園
お
も
ち
ゃ
の
ま
ち
幼
稚
園
）

「
栃
幼
連　

永
年
勤
続
表
彰
」

五
十
年
表
彰
一
名
、

四
十
年
表
彰
六
名
、

三
十
年
表
彰
十
一

名
、
二
十
年
表
彰

二
十
四
名
、
十
年

表
彰
八
十
四
名

  

講
演
会

「
教
育
要
領
の
改
訂
と
今
後
の
幼
児
教

育
を
考
え
る
」

　

講
師　

聖
徳
大
学
教
授

　
　
　
　
　

小
田
　
豊 

先
生

　

平
成
二
十
九
年
三

月
三
十
一
日
、
幼

稚
園
教
育
要
領
、
幼

保
連
携
型
認
定
こ
ど

も
園
教
育
・
保
育
要

領
が
同
時
に
改
訂
に

な
っ
た
こ
と
も
あ

り
、
今
回
の
全
体
会

に
、
ふ
さ
わ
し
い
内
容
で
あ
っ
た
。

　

初
め
に
、
何
に
注
目
す
べ
き
な
の
か
。

「
変
わ
っ
た
と
こ
ろ
、
変
わ
ら
な
か
っ
た

所
は
何
か
？
そ
の
変
わ
ら
な
か
っ
た
所
こ

そ
が
大
事
で
あ
り
、
根
本
に
あ
る
も
の
は

繋
が
っ
て
い
る
」と
話
さ
れ
た
。
特
に〝
幼

児
期
の
終
わ
り
ま
で
に
育
っ
て
ほ
し
い
十

の
姿
〟
を
例
に
挙
げ
、
姿
は
一
つ
で
な
く

三
十
人
い
れ
ば
三
十
の
カ
リ
キ
ラ
ム
が
あ

る
様
に
、十
の
姿
は
到
達
目
標
で
は
な
く
、

あ
く
ま
で
も
方
向
目
標
で
あ
る
こ
と
は
、

改
訂
に
な
っ
て
も
変
わ
ら
な
い
。
そ
し
て

環
境
の
中
で
の
学
び
の
大
切
さ
を
特
に
強

調
さ
れ
て
い
た
。

　

こ
の
講
演
で
、
新
教
育
要
領
の
施
行
に

向
け
、
そ
の
ね
ら
い
と
方
向
性
を
十
分
に

理
解
し
、
保
育
者
と
し
て
の
専
門
性
を
高

め
て
行
く
必
要
性
を
再
確
認
し
た
。
限
ら

れ
た
時
間
で
の
講
演
で
あ
り
、
ま
だ
ま
だ

話
し
足
り
な
い
様
子
で
は
あ
っ
た
が
、
内

容
が
凝
縮
さ
れ
た
講
演
で
あ
っ
た
。

  

公
演
会

「
つ
な
が
り
あ
そ
び
・
う
た
～
こ
の
ゆ

び
と
ま
れ
」

　

出
演　
つ
な
が
り
あ
そ
び･

う
た
研
究
所

　

研
究
主
任　

町
田 

浩
志 

氏

　

緞
帳
が
上
が
る
と
、
法
得
幼
稚
園
の
先

生
方
に
よ
る
色
鮮
や
か
な
作
品
が
会
場
の

雰
囲
気
を
一
気
に
盛
り
上
げ
て
く
れ
た
。

そ
ん
な
中
、
町
田
氏
の

公
演
は
ド
レ
ミ
の
歌
で

始
ま
り
、
見
る
見
る
う

ち
に
そ
の
歌
と
話
術
の

中
に
会
場
全
体
が
引
き

込
ま
れ
て
い
っ
た
。
時

に
は
歌
に
合
わ
せ
隣
の

人
と
手
を
つ
な
ぎ
、
グ

ル
ー
プ
に
な
っ
て
参
加
者
同
士
が
交
流
を

楽
し
ん
だ
。

　

一
番
伝
え
た
い
の
は
、「
安
心
」。
安
心

が
あ
る
か
ら
こ
そ
遊
ぶ
こ
と
が
で
き
心
も

身
体
も
許
し
あ
え
る
関
係
が
で
き
、
一
緒

に
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
、「
自

分
自
身
が
生
き
生
き
と
し
な
け
れ
ば
、
子

ど
も
た
ち
も
イ
キ
イ
キ
し
な
い
！
」
と
、

い
つ
の
間
に
か
町
田
氏
が
保
育
者
に
、
参

加
者
が
子
ど
も
た
ち
に
な
っ
て
し
ま
っ
た

よ
う
な
時
間
が
、
あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ

た
。
特
に
、
町
田
氏
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
「
ぼ

く
ら
は
げ
ん
き
」
を
、
歌
と
手
話
を
交
え

て
の
フ
ル
コ
ー
ラ
ス
は
、
会
場
中
が
一
体

と
な
り
歌
声
が
ひ
と
つ
に
な
っ
た
。

　

最
後
に
、「
保
育
者
も
決
し
て
一
人
で

悩
む
こ
と
は
な
い
、
仲

間
が
い
つ
も
そ
ば
に
い

て
く
れ
る
か
ら
が
ん
ば

れ
る
」。
そ
ん
な
人
と

人
と
の
つ
な
が
り
を
大

切
に
想
う
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
込
め
た
歌
で
締
め
く

く
っ
た
。

総額 96,047円

御 礼
　県大会当日、皆様
より募りました「平成
23年東日本大震災」
の義援金にご協力を
いただきましたこと、
心より感謝もうしあ
げます。
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1分科会

2分科会

3分科会

4分科会9分科会

8分科会

10分科会

11分科会

12分科会

14分科会

13分科会

15分科会

18分科会

16分科会

5分科会

6分科会

7分科会

17分科会

吉原　重美（獨協医科大学小児科・主任教授）
大畠　秀子（作新学院幼稚園小学校中等部・養護教諭）
桒子　佳子（矢場川幼稚園・園長）

学んだことをもとに、冷静
に対応できるよう園内研
修でくり返し学んでいき
たい。

助 言 者

コーディネーター

参加者の声

乳幼児の健康・安全を守る保育（75名）

自園を見つめ直し、まずは身近な保護者の方と
対話し、何が出来るのかを考え、チャレンジして
みようと思った。自園の保護者、職員の意識から
刺激してみたい。

参加者の声

地域の中で育つ子ども ～ 地域の人材を活用する ～（27名）

日吉佳代子（宇都宮共和大学・教授）
加藤みどり（真岡さくら幼稚園・園長）

協同性を大切にするためのヒン
ト、教師の援助の手がかりを学
ぶことができました。日々の、保
育の中で教師が意識をもち子ど
もの姿を捉え、援助できるよう
努力したい。

助 言 者
コーディネーター

参加者の声

保育者が支える幼児期の協同的な学びの芽（45名）

白旗　和也（日本体育大学・教授）
斎藤　佳子（認定こども園しずわでら幼稚園・園長）

褒めることがやはり重要だとい
う事を改めて感じた。子どもが
運動の楽しさを知るのも教師
次第。まず楽しく教師が過ごし
ていきたいと思いました。

助 言 者
コーディネーター

参加者の声

心と身体を育てる遊び（101名）

牧野カツコ

横山　美樹（鹿沼幼稚園・主任）

助 言 者

コーディネーター

地域における子育て支援を考える（21名）

他園の先生方の事例や環境の写
真について意見交換をし遊びの
環境だけでなく人的環境・生活環
境など、子どもたちの回りの環境
作りが大切であると感じた。

助 言 者
コーディネーター

参加者の声

「今日はこれをしましょう！」というばかりで
なく、子どもそれぞれが「これをやりたい！」
という気持ちを大切にして保育をしていく
ことの大切さを実感しました。

参加者の声

子どもとともに作り出す環境構成（53名）

自園の保育・教育課程を見直
すきっかけとなった。
保育者全員で共通理解するこ
との大切さを学んだ。

助 言 者
コーディネーター

柿沼平太郎（認定こども園こどもむら・理事長）
岡本　純世（認定こども園すみれ幼稚園・園長）

助 言 者
コーディネーター

免許状更新講習（59名）
小林　研介（呑竜幼稚園・園長）講　師

参加者の声

設置者・園長・リーダー向け講座（43名）
～新要領における「全体的な計画」と「カリキュラム・マネジメント」の理解～

小林　順子（国際医療福祉大学クリニック言語聴覚センター・臨床心理士）
今井　政範（認定こども園さくらが丘・理事長）

保護者に子どもの様子を伝える
時は、自分自身が子どもとどう
関わったのかも一緒に伝える事
が大切だと学んだ。

助 言 者
コーディネーター

参加者の声

保護者とのコミュニケーション（55名）

増田まゆみ（東京家政大学・教授）
中山　昌樹（認定こども園あかみ幼稚園・理事長）

助 言 者
コーディネーター

【公開保育】
乳児期からの保育・教育の一貫性と多様な保育時間
への対応等生活の一体性（45名）

掘越　紀香（国立教育政策研究所・総括研究官）
五十嵐市郎（宇都宮大学教育学部附属幼稚園・副園長）

自らの保育に立ち返り日々の
保育（関わり方、環境の構成、
援助等）を反省、これからの保
育に生かしていきたい。

助 言 者
コーディネーター

参加者の声

非認知的な能力を育む（86名）

子どもの姿を見て子どもの
やりたい！やってみたい！気
持ちを大切に、遊びを発展
させていけるように取り組ん
でいきたい。

助 言 者
コーディネーター

参加者の声

主体的な遊びとは？（60名）

佐藤　秋子（國學院大學栃木短期大學・准教授）
栗田　英子（認定こども園黒羽幼稚園・園長）

一言で“支援”といっても、子ど
も、保護者、担任と様々な方面
から捉えてみると手立ての方
法や自分の役割の重要性に
気付かされた。

助 言 者
コーディネーター

参加者の声

特別支援教育 ～保護者との関わりを中心に～（64名）

加藤　篤彦（武蔵野東第一・第二幼稚園・園長）
大嶋　　裕（今市中央幼稚園・副園長）

・保育と10の姿の関連
・主体的な遊び
・保育者の係わり方

助 言 者
コーディネーター

参加者の声

保育の質の向上のための幼児理解（79名）
（新 教育要領「幼児期の終わりまでに育ってほしい10の姿」を考える）

朝日　公哉（玉川大学・准教授）
大久保智子（認定こども園やすづか幼稚園・副園長）

楽しかった。感動する時間
と学び多い研修で、本当
に良かった。また参加した
い。

助 言 者
コーディネーター

参加者の声

音楽に親しみ豊かな感性を養う（81名）

市川　　舞（宇都宮共和大学・専任講師）
田名網優子（明星幼稚園・教諭）

子どもをより理解するた
めには園全体のチーム
ワークや情報交換が必要
である。実践したい。

助 言 者
コーディネーター

参加者の声

子どもを理解するとは（73名）

上原　芳枝（NPO法人リソースセンターone・臨床発達心理士）
安藤　紀子（聖ヨゼフ幼稚園・園長）

発達障害児の内側をのぞき見た
ような気がします。独りよがりに
ならず、その子が他者に対して信
頼を持って歩んでいけるようにす
る事が大切なのだと学びました。

助 言 者
コーディネーター

参加者の声

特別支援教育（気になる幼児の理解と支援）（65名）

（詳細はP.7）

　栃木県内の半数以上が認定こども園に移行したことに伴い、
乳児に関する研修の重要性が年々増しつつある。その様な保育
を取り巻く環境の中、今年も18の分科会に分かれて研修にあ
たった。
　各分科会の話題提起者と会場は下記のとおり。

新村　里織（認定こども園おおひらふじ幼稚園・保育教諭）
舘野　七波（認定こども園大平みなみ幼稚園・保育教諭）
森田　敦子（旗川幼稚園・教諭）
山口　明美（認定こども園こばと・指導保育教諭）

鈴木　裕理（認定こども園真岡ひかり幼稚園・教務主任）
佐藤　未歩（萌丘東幼稚園・教諭）

菊地ルリ子（認定こども園マロニエ幼稚園・副園長）
櫻岡　まや（聖家幼稚園・教諭）

森　　円花（認定こども園愛泉幼稚園・保育教諭）
茂呂貴代美（法得幼稚園・教諭）
石戸奈緒美（みふみ認定こども園・副園長）
林　　佳美（鹿沼みどり幼稚園・教諭）
長谷部せり（宇都宮大学教育学部附属幼稚園・研究主任）
高久香保里（マリア幼稚園・学年主任）
髙橋　雄貴（認定こども園あかみ幼稚園・保育教諭）
郡司　美紀（認定こども園すみれ幼稚園・主幹教諭）
山川　誠子（陽南幼稚園・教諭）
永橋　恭子（さつき幼稚園・副園長）
山本　有希（聖母幼稚園・副主任・教諭）
半田麻希子（鹿沼ひかり幼稚園・教諭）
永田　文子（さくら認定こども園さくら幼稚園・園長）

作新学院幼稚園

コンセーレ

二荒山会館

県総合文化センター

県総合文化センター

ニューみくら

ニューみくら

県総合文化センター

ホテルニューイタヤ

県総合文化センター

とちぎ青少年センター

ホテルニューイタヤ

県総合文化センター

県総合文化センター

二荒山会館
さくら認定こども園
さくら幼稚園
二荒山会館

栃木県総合教育センター

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

栃木県幼稚園教育研究大会
第64回
栃木県幼稚園教育研究大会
第64回

話題提起者 会　場分科会

栃木県幼稚園教育研究大会
第64回

日目
2

津金美智子（名古屋学芸大学・教授）
山﨑　英明（釡井台幼稚園・副園長）

桂木　奈巳（宇都宮共和大学・准教授）
山中真由美（認定おおやこども園・副園長）

岩田　恵子（玉川大学・教授）
太田　千晴（中鶴田幼稚園・園長）

講話：県総務課人権教育室指導主事・幼児教育センター指導主事
演習：後藤有里子（マリア幼稚園） 磯川友美子（陽南第二幼稚園） 
　　　木曽小百合（認定こども園たから幼稚園） 大友　里奈（認定こども園東光寺幼稚園）
　　　齋川喜代美（認定こども園育成館幼稚園） 大出　晴美（認定こども園アルス幼稚園）
　　　関　　典子（静林幼稚園） 岡田　幾子（鹿沼みどり幼稚園） 
　　　沼尾　広美（聖アントニオ幼稚園） 野口　幸緒（認定こども園きつれ川幼稚園）
　　　渡邉きよみ（第二ひかり幼稚園）

他園の未就園児親子教室
の情報を参考に自園での
活動を考えていきたい。

参加者の声

新規採用幼稚園教諭研修（263名）

宇都宮共和大学 子ども生活学部・特任教授
子育て支援研究センター・センター長
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03

1分科会

2分科会

3分科会

4分科会9分科会

8分科会

10分科会

11分科会

12分科会

14分科会

13分科会

15分科会

18分科会

16分科会

5分科会

6分科会

7分科会

17分科会

吉原　重美（獨協医科大学小児科・主任教授）
大畠　秀子（作新学院幼稚園小学校中等部・養護教諭）
桒子　佳子（矢場川幼稚園・園長）

学んだことをもとに、冷静
に対応できるよう園内研
修でくり返し学んでいき
たい。

助 言 者

コーディネーター

参加者の声

乳幼児の健康・安全を守る保育（75名）

自園を見つめ直し、まずは身近な保護者の方と
対話し、何が出来るのかを考え、チャレンジして
みようと思った。自園の保護者、職員の意識から
刺激してみたい。

参加者の声

地域の中で育つ子ども ～ 地域の人材を活用する ～（27名）

日吉佳代子（宇都宮共和大学・教授）
加藤みどり（真岡さくら幼稚園・園長）

協同性を大切にするためのヒン
ト、教師の援助の手がかりを学
ぶことができました。日々の、保
育の中で教師が意識をもち子ど
もの姿を捉え、援助できるよう
努力したい。

助 言 者
コーディネーター

参加者の声

保育者が支える幼児期の協同的な学びの芽（45名）

白旗　和也（日本体育大学・教授）
斎藤　佳子（認定こども園しずわでら幼稚園・園長）

褒めることがやはり重要だとい
う事を改めて感じた。子どもが
運動の楽しさを知るのも教師
次第。まず楽しく教師が過ごし
ていきたいと思いました。

助 言 者
コーディネーター

参加者の声

心と身体を育てる遊び（101名）

牧野カツコ

横山　美樹（鹿沼幼稚園・主任）

助 言 者

コーディネーター

地域における子育て支援を考える（21名）

他園の先生方の事例や環境の写
真について意見交換をし遊びの
環境だけでなく人的環境・生活環
境など、子どもたちの回りの環境
作りが大切であると感じた。

助 言 者
コーディネーター

参加者の声

「今日はこれをしましょう！」というばかりで
なく、子どもそれぞれが「これをやりたい！」
という気持ちを大切にして保育をしていく
ことの大切さを実感しました。

参加者の声

子どもとともに作り出す環境構成（53名）

自園の保育・教育課程を見直
すきっかけとなった。
保育者全員で共通理解するこ
との大切さを学んだ。

助 言 者
コーディネーター

柿沼平太郎（認定こども園こどもむら・理事長）
岡本　純世（認定こども園すみれ幼稚園・園長）

助 言 者
コーディネーター

免許状更新講習（59名）
小林　研介（呑竜幼稚園・園長）講　師

参加者の声

設置者・園長・リーダー向け講座（43名）
～新要領における「全体的な計画」と「カリキュラム・マネジメント」の理解～

小林　順子（国際医療福祉大学クリニック言語聴覚センター・臨床心理士）
今井　政範（認定こども園さくらが丘・理事長）

保護者に子どもの様子を伝える
時は、自分自身が子どもとどう
関わったのかも一緒に伝える事
が大切だと学んだ。

助 言 者
コーディネーター

参加者の声

保護者とのコミュニケーション（55名）

増田まゆみ（東京家政大学・教授）
中山　昌樹（認定こども園あかみ幼稚園・理事長）

助 言 者
コーディネーター

【公開保育】
乳児期からの保育・教育の一貫性と多様な保育時間
への対応等生活の一体性（45名）

掘越　紀香（国立教育政策研究所・総括研究官）
五十嵐市郎（宇都宮大学教育学部附属幼稚園・副園長）

自らの保育に立ち返り日々の
保育（関わり方、環境の構成、
援助等）を反省、これからの保
育に生かしていきたい。

助 言 者
コーディネーター

参加者の声

非認知的な能力を育む（86名）

子どもの姿を見て子どもの
やりたい！やってみたい！気
持ちを大切に、遊びを発展
させていけるように取り組ん
でいきたい。

助 言 者
コーディネーター

参加者の声

主体的な遊びとは？（60名）

佐藤　秋子（國學院大學栃木短期大學・准教授）
栗田　英子（認定こども園黒羽幼稚園・園長）

一言で“支援”といっても、子ど
も、保護者、担任と様々な方面
から捉えてみると手立ての方
法や自分の役割の重要性に
気付かされた。

助 言 者
コーディネーター

参加者の声

特別支援教育 ～保護者との関わりを中心に～（64名）

加藤　篤彦（武蔵野東第一・第二幼稚園・園長）
大嶋　　裕（今市中央幼稚園・副園長）

・保育と10の姿の関連
・主体的な遊び
・保育者の係わり方

助 言 者
コーディネーター

参加者の声

保育の質の向上のための幼児理解（79名）
（新 教育要領「幼児期の終わりまでに育ってほしい10の姿」を考える）

朝日　公哉（玉川大学・准教授）
大久保智子（認定こども園やすづか幼稚園・副園長）

楽しかった。感動する時間
と学び多い研修で、本当
に良かった。また参加した
い。

助 言 者
コーディネーター

参加者の声

音楽に親しみ豊かな感性を養う（81名）

市川　　舞（宇都宮共和大学・専任講師）
田名網優子（明星幼稚園・教諭）

子どもをより理解するた
めには園全体のチーム
ワークや情報交換が必要
である。実践したい。

助 言 者
コーディネーター

参加者の声

子どもを理解するとは（73名）

上原　芳枝（NPO法人リソースセンターone・臨床発達心理士）
安藤　紀子（聖ヨゼフ幼稚園・園長）

発達障害児の内側をのぞき見た
ような気がします。独りよがりに
ならず、その子が他者に対して信
頼を持って歩んでいけるようにす
る事が大切なのだと学びました。

助 言 者
コーディネーター

参加者の声

特別支援教育（気になる幼児の理解と支援）（65名）

（詳細はP.7）

　栃木県内の半数以上が認定こども園に移行したことに伴い、
乳児に関する研修の重要性が年々増しつつある。その様な保育
を取り巻く環境の中、今年も18の分科会に分かれて研修にあ
たった。
　各分科会の話題提起者と会場は下記のとおり。

新村　里織（認定こども園おおひらふじ幼稚園・保育教諭）
舘野　七波（認定こども園大平みなみ幼稚園・保育教諭）
森田　敦子（旗川幼稚園・教諭）
山口　明美（認定こども園こばと・指導保育教諭）

鈴木　裕理（認定こども園真岡ひかり幼稚園・教務主任）
佐藤　未歩（萌丘東幼稚園・教諭）

菊地ルリ子（認定こども園マロニエ幼稚園・副園長）
櫻岡　まや（聖家幼稚園・教諭）

森　　円花（認定こども園愛泉幼稚園・保育教諭）
茂呂貴代美（法得幼稚園・教諭）
石戸奈緒美（みふみ認定こども園・副園長）
林　　佳美（鹿沼みどり幼稚園・教諭）
長谷部せり（宇都宮大学教育学部附属幼稚園・研究主任）
高久香保里（マリア幼稚園・学年主任）
髙橋　雄貴（認定こども園あかみ幼稚園・保育教諭）
郡司　美紀（認定こども園すみれ幼稚園・主幹教諭）
山川　誠子（陽南幼稚園・教諭）
永橋　恭子（さつき幼稚園・副園長）
山本　有希（聖母幼稚園・副主任・教諭）
半田麻希子（鹿沼ひかり幼稚園・教諭）
永田　文子（さくら認定こども園さくら幼稚園・園長）

作新学院幼稚園

コンセーレ

二荒山会館

県総合文化センター

県総合文化センター

ニューみくら

ニューみくら

県総合文化センター

ホテルニューイタヤ

県総合文化センター

とちぎ青少年センター

ホテルニューイタヤ

県総合文化センター

県総合文化センター

二荒山会館
さくら認定こども園
さくら幼稚園
二荒山会館

栃木県総合教育センター

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

栃木県幼稚園教育研究大会
第64回
栃木県幼稚園教育研究大会
第64回

話題提起者 会　場分科会

栃木県幼稚園教育研究大会
第64回

日目
2

津金美智子（名古屋学芸大学・教授）
山﨑　英明（釡井台幼稚園・副園長）

桂木　奈巳（宇都宮共和大学・准教授）
山中真由美（認定おおやこども園・副園長）

岩田　恵子（玉川大学・教授）
太田　千晴（中鶴田幼稚園・園長）

講話：県総務課人権教育室指導主事・幼児教育センター指導主事
演習：後藤有里子（マリア幼稚園） 磯川友美子（陽南第二幼稚園） 
　　　木曽小百合（認定こども園たから幼稚園） 大友　里奈（認定こども園東光寺幼稚園）
　　　齋川喜代美（認定こども園育成館幼稚園） 大出　晴美（認定こども園アルス幼稚園）
　　　関　　典子（静林幼稚園） 岡田　幾子（鹿沼みどり幼稚園） 
　　　沼尾　広美（聖アントニオ幼稚園） 野口　幸緒（認定こども園きつれ川幼稚園）
　　　渡邉きよみ（第二ひかり幼稚園）

他園の未就園児親子教室
の情報を参考に自園での
活動を考えていきたい。

参加者の声

新規採用幼稚園教諭研修（263名）

宇都宮共和大学 子ども生活学部・特任教授
子育て支援研究センター・センター長



130号

04

　

主　

事　
　
　

三
井
恵
里
子 

氏

①
教
育
・
保
育
施
設
等
に
お
け
る
重
大
事

故
の
再
発
防
止
に
つ
い
て

　

事
故
が
発
生
し
た
場
合
は
、
報
告
方
法

や
事
故
後
に
つ
い
て
は
、
保
護
者
・
メ
デ
ィ

ア
の
対
応
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
策
定

や
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し
、
園
の
職

員
が
共
通
理
解
す
る
こ
と
が
大
切
で

あ
る
。

②
施
設
型
給
付
に
つ
い
て

　

平
成
二
十
九
年
度
内
閣
府
予
算
案

の
主
要
施
策
に
基
づ
い
た
「
保
育
士

等
の
処
遇
改
善
に
つ
い
て
」
の
仕
組

み
や
幼
稚
園
教
諭
と
比
較
を
し
た
イ

メ
ー
ジ
を
わ
か
り
や
す
く
解
説
し
た
。

③
幼
稚
園
教
員
人
材
確
保
支
援
に
つ

い
て

　

文
科
省
よ
り
私
学
助
成
の
幼
稚
園

教
員
人
材
確
保
支
援
策
を
検
討
し
て

い
る
と
い
う
情
報
が
入
っ
て
き
て
い

る
。

　

そ
れ
に
つ
い
て
の
概
要
は
処
遇
改

善
を
し
た
場
合
、
そ
の
半
額
以
内
を

国
、
県
で
補
助
を
す
る
方
向
で
あ
る

一
、
春
闘
、
人
事
院
勧
告
な
ど
の
通

常
の
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
に
伴
う
定

期
昇
給
は
対
象
外
こ
え
る
部
分

の
処
遇
改
善
の
補
助

二
、
専
任
の
幼
稚
園
教
諭
の
み

三
、
処
遇
改
善
に
か
か
る
経
費
の
半

分
は
自
己
負
担

　
　

国
か
ら
の
情
報
も
不
明
確
で
、

県
の
対
応
も
苦
慮
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。

　
　

他
県
の
情
報
を
集
め
な
が
ら
検

討
し
て
い
く
。

　
青
年
部
研
修
会

期
日　
平
成
二
十
九
年
六
月
二
十
三
日
（
金
）

会
場　

ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
イ
タ
ヤ

参
加
　
二
十
二
名

内
容　
「
発
達
障
が
い
児
へ
の
理
解
と
保
護
者
へ

　
　
　
　

  

の
伝
え
方
」

講
師　

立
石
　
美
津
子 

氏

　
　
　
　

 （
子
育
て
本
著
者
・
講
演
家
）

　

障
が
い
児
当
事
者
の

理
解
を
す
る
た
め
に
、

知
識
・
基
礎
知
識
・
保

育
者
の
意
識
を
中
心
に
、

疑
似
体
験
を
通
し
て
研
修
が
行

わ
れ
た
。
社
会
全
体
が
今
ま
で

よ
り
も
理
解
や
支
援
に
向
か
っ

　　
設
置
者
・
園
長
研
修
会

期
日　

平
成
二
十
九
年
六
月
二
十
一
日

会
場　

二
荒
山
会
館
（
鶴
の
間
）

参
加　

百
九
名

研
修
①内容

「
幼
児
の
安
全
対
策
に
つ
い
て
」

講
師

　

公
益
社
団
法
人
栃
木
県
防
犯
協
会

　
　
　
　
　
　
　

専
務
理
事　
　

永
嶋
　
　
均 

氏

　

栃
木
県
警
察
本
部
生
活
安
全
企
画
課

　
　
　
　
　
　
　

課
長
補
佐　
　

渡
邊
　
　
功 

氏

　

栃
木
県
警
察
本
部
交
通
企
画
課

　
　
　
　
　
　
　

係　

長　
　
　

高
山
　
洋
平 
氏

①
不
審
者
情
報
を
警
察
よ
り
発
信
す
る
「
ル

リ
ち
ゃ
ん
安
全
メ
ー
ル
」
も
大
変
有
効
で
あ

る
。
子
ど
も
達
を
守
る
た
め
、
ぜ
ひ
登
録
を

お
願
い
し
た
い
。

②
交
通
事
故
の
発
生
状
況
は
五
四
八
四
件
中
、

七
十
六
名
の
死
亡
者
が
発
生
し
た
が
八
〇
名
以
下
に

な
っ
た
の
は
六
十
四
年
ぶ
り
。
そ
の
中
に
幼
児
は
亡

く
な
っ
て
い
な
い
の
で
含
ま
れ
て
い
な
い
。

③
幼
児
対
象
誘
拐
防
止
巡
回
指
導
車
「
ま
も
る
号
」

は
年
に
二
三
〇
ヶ
所
で
指
導
し
て
い
る
。
好
評
に
つ

き
、
な
か
な
か
全
て
を
回
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
二

年
に
一
回
の
巡
回
と
な
る
が
ご
了
承
頂
き
た
い

研
修
②内容

「
障
害
の
あ
る
幼
児
の
支
援
情
報
の
引
継
ぎ

　
　
　
　

 

に
つ
い
て
」

講
師

　

栃
木
県
教
育
委
員
会
事
務
局

　

特
別
支
援
教
育
室　

　

副
主
幹　
　
　

矢
野
　
勝
昭 

氏

　

障
害
の
あ
る
子
ど
も
の
精
神
的
及
び
身
体

的
な
能
力
を
可
能
な
限
り
発
達
さ
せ
、
学
校

卒
業
後
の
地
域
社
会
に
主
体
的
に
参
加
で
き

る
よ
う
、
一
貫
し
た
支
援
を
行
な
っ
て
行
く

こ
と
を
目
標
と
し
て
い
る
。
主
に
「
個
別
の
教
育
支

援
計
画
」
や
「
個
人
情
報
の
取
扱
い
つ
い
て
」
の
説

明
が
あ
っ
た
。

研
修
③内容

「
行
政
説
明
」

講
師

　

保
健
福
祉
部　

こ
ど
も
政
策
課　

　

係　

長　
　
　

斉
藤
　
正
芳 

氏

　

保
健
福
祉
部　

こ
ど
も
政
策
課

　

主　

査　
　
　

稲
見
　
　
啓 

氏

　

保
健
福
祉
部　

こ
ど
も
政
策
課

て
い
る
が
、
実
際
の
現
場
に
お
い
て
周
り
の
人
々
や
、

本
人
が
障
害
を
見
落
と
し
て
し
ま
っ
て
い
る
場
合
、

今
後
の
人
生
に
お
い
て
大
き
な
問
題
に
な
っ
て
し
ま

う
。
そ
こ
で
教
育
者
・
保
育
者
が
正
し
い
知
識
や
意

識
を
習
得
す
る
こ
と
が
、
と
て
も
重
要
で
あ
る
。
気

が
散
り
や
す
い
環
境
で
保
育
を
し
て
い
な
い
か
、
わ

か
り
に
く
い
指
示
を
出
し
て
い
な
い
か
、
平
均
値
を

押
し
付
け
て
他
の
子
と
比
較
し
て
い
な
い
か
、
等
の

対
応
が
挙
げ
ら
れ
る
が
、
こ
れ
ら
の
対
応
は
健
常
児

に
対
し
て
も
同
じ
で
あ
り
、「
障
害
児
教
育
は
教
育

の
基
本
」
で
あ
る
。

　

発
達
障
害
の
保
護
者
は
精
神
的
に
追
い
込
ま
れ
て

い
る
状
態
で
あ
る
。
子
ど
も
の
幸
せ
を
第
一
に
考
え
、

時
に
は
保
護
者
か
ら
憎
ま
れ
役
に
な
る
こ
と
も
覚
悟

を
し
て
寄
り
添
い
、
サ
ポ
ー
ト
を
し
て
い
く
必
要
性

も
あ
る
。
ま
た
、
障
害
を
園
か
ら
保
護
者
に
伝
え
る

ポ
イ
ン
ト
や
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
点
を
確
認

し
た
。
今
回
の
研
修
で
、
幼
児
期
に
お
け
る
対
応
に

よ
っ
て
も
、
障
が
い
児
の
人
生
に
お
い
て
苦
し
む
こ

と
に
な
る
の
か
、
幸
せ
に
歩
む
こ
と
が
で
き
る
の
か
、

大
き
く
関
わ
っ
て
く
る
こ
と
を
改
め
て
理
解
し
た
。

発
達
障
害
へ
の
理
解
と
保
護
者
へ
の
伝
え
方
に
つ
い

て
、
参
加
者
は
得
る
も
の
が
多
く
あ
っ
た
。

　
平
成
二
十
九
年
度
公
開
研
究
会

期
日　
平
成
二
十
九
年
六
月
二
十
四
日
（
土
）

会
場　

宇
都
宮
大
学
教
育
学
部
附
属
幼
稚
園

参
加
　
二
百
十
一
名

　

平
成
三
十
年
度
か
ら

実
施
さ
れ
る
『
新
幼
稚

園
教
育
要
領
』
で
は
、

【
幼
児
期
の
終
わ
り
ま

で
に
育
っ
て
ほ
し
い
姿
】
を
明

確
化
す
る
こ
と
が
改
訂
の
重
要

項
目
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
留

意
項
目
と
し
て
、
幼
児
が
『
次

の
活
動
へ
の
期
待
や
意
欲
を
持

て
る
よ
う
工
夫
す
る
こ
と
』
な

ど
も
新
設
さ
れ
る
。

　

そ
の
こ
と
を
踏
ま
え
、『
よ
く

あ
そ
び
伸
び
る
子
を
育
む
た
め

に
〜
幼
児
の
「
も
っ
と
や
り
た

い
」
に
着
目
し
て
〜
』
と
い
う

主
題
を
掲
げ
、
公
開
研
究
会
が

開
催
さ
れ
た
。

　

実
際
保
育
で
は
学
年
ご
と
の
指
導
計
画
や
週
案
・

日
案
に
沿
っ
た
遊
び
を
通
し
て
興
味
や
意
欲
を
引
き

出
す
環
境
設
定
や
、
関
わ
り
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き

た
。

　

長
谷
部
せ
り
先
生
の
研
究
発
表
で
は
、
研
究
会
の

テ
ー
マ
で
あ
る
幼
児
の
『
も
っ
と
や
り
た
い
』
を
探

る
こ
と
は
、
近
年
、
注
目
を
集
め
て
い
る
非
認
知
的

な
能
力
の
育
み
に
繋
が
る
こ
と
を
導
き
出
し
て
い

る
。

　

研
究
発
表
終
了
後
に
は
、
千
葉
大
学
教
育
学
部
准

教
授
、
砂
上
史
子
先
生
に
よ
る
講
演
会
が
行
わ
れ
た
。

砂
上
先
生
は
、
幼
稚
園
教
育
要
領
・
保
育
所
保
育
指

針
等
の
改
訂
に
触
れ
幼
児
期
の
非
認
知
能
力
育
成
の

重
要
性
を
述
べ
ら
れ
た
。

　

昨
今
、
乳
幼
児
期
の
非
認
知
能
力
育
成
が
重
要
で

あ
る
と
い
う
研
究
結
果
が
多
く
報
告
さ
れ
て
い
る

が
、
今
回
の
研
究
会
は
、
そ
れ
を
高
め
る
た
め
の
現

場
に
お
け
る
準
備
や
子
ど
も
た
ち
と
の
関
わ
り
方
を

学
ん
だ
。

　
　
〇
・
一
・
二
歳
児
研
修

期
日　
平
成
二
十
九
年
七
月
十
三
日
（
木
）

参
加　

百
二
十
九
名

内
容　
「
〇
・
一
・
二
歳
の
発
達
過
程
と
援
助
の

　
　
　
　
　

ポ
イ
ン
ト
」

講
師

　
出
張
開
業
助
産
院
赤
ち
ゃ
ん
相
談
室
院
長

　
　
　
　
　
　
　
　

  　

藤
川
　
智
子 

氏

◎
は
じ
め
に

・
本
日
の
講
演
の
流
れ
と
現
在
の
特
殊
出
生
率
の
動
き

◎
本
題
と
し
て

一
、
〇
〜
二
歳
児
の
発
育
・
発
達

二
、
愛
着
形
成
に
つ
い
て

三
、
子
ど
も
の
認
知
力
や
表
現
力

四
、
現
代
の
養
育
者(

母
親)

の
背
景

五
、
マ
マ
た
ち
か
ら
の
相
談
内
容

六
、
子
ど
も
と
の
接
し
方

　
　

養
育
者
へ
の
伝
え
方

七
、
病
気
の
早
期
発
見

◎
終
わ
り
に
あ
た
っ
て
の
参
加
者
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

　

※
〇
〜
二
歳
児
の
保
育
で
大
切
な
事
！

「
や
が
て
は
大
人
に
な
る
子
ど
も
た
ち
の
心
を
育

て
て
い
き
ま
し
ょ
う
」

「
母
親
の
自
尊
感
情
を
認
め
ま
し
ょ
う
」

　

今
回
の
講
師
は
よ

り
母
親
赤
ち
ゃ
ん
に

寄
り
添
っ
て
き
た
方

と
い
う
事
で
、
こ
れ

ま
で
の
研
修
の
内
容
と
は
ひ

と
味
も
ふ
た
味
も
違
っ
た
興

味
深
い
も
の
だ
っ
た
。
ま
た
、

お
話
そ
の
も
の
は
資
料
に
基

づ
く
物
で
は
あ
る
も
の
の
、

た
び
た
び
先
生
ご
本
人
が
、

生
ま
れ
た
ば
か
り
の
赤
ち
ゃ

ん
や
母
親
と
の
間
に
経
験
し
た
様
々
な
エ
ピ
ソ
ー
ド

を
交
え
て
の
も
の
で
、
参
加
者
も
新
た
な
気
づ
き
と

な
る
事
が
多
く
、
ひ
と
言
も
聞
き
も
ら
さ
じ
と
、
真

剣
に
か
つ
和
や
か
に
研
修
を
行
う
事
が
で
き
た
。
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第
三
十
二
回
　
全
日
本
私
立
幼
稚
園
　

　
関
東
地
区
教
員
研
修
新
潟
大
会

期
日　
平
成
二
十
九
年
八
月
八
日
・
九
日

会
場　
朱
鷺
メ
ッ
セ
新
潟
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン

　
　
　
　
　

セ
ン
タ
ー
・
ス
ノ
ー
ホ
ー
ル

　

関
東
地
区
教
員
研
修
大
会
が
、『
人

生
の
ス
タ
ー
ト
に
こ
そ
良
質
な
教
育
を

〜
と
も
に
考
え
よ
う
、
子
ど
も
た
ち
の

未
来
〜
』
を
テ
ー
マ
に
開
催
さ
れ
、
約
千
人
の

教
員
が
集
ま
っ
た
。

　

初
日
の
開
会
式
で
は
、
全
日
本
私
立
幼
稚
園

連
合
会
会
長
の
香
川
先
生
よ
り
、
幼
児
教
育
の

原
点
に
立
ち
返
り
、
子
ど
も
た
ち
と
本
気
で
向

き
合
っ
て
ほ
し
い
と
、
力
強
い
ご
挨
拶
を
頂
戴

し
た
。

　

開
会
式
終
了
後
に
は
、
慶
應
義
塾
大
学
総
合

政
策
学
部
准
教
授
で
あ
り
、『「
学
力
」
の
経
済

学
』
の
著
書
で
も
有
名
な
、
中
室
牧
子
氏
を
お

迎
え
し
て
、『
教
育
に
科
学
的
根
拠
（
エ
ビ
デ

ン
ス
）
を
』
と
い
う
演
題
で
基
調
講
演
が
行
わ

れ
た
。
中
室
氏
は
経
済
学
的
知
見
か
ら
限
ら
れ

た
資
源
を
有
効
に
活
用
す
る
に
は
、
エ
ビ
デ
ン

ス
に
基
づ
く
教
育
が
重
要
で
あ
る
と
強
調
さ
れ

た
。

　

基
調
講
演
終
了
後
の

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は

太
鼓
芸
能
集
団
『
鼓
動
』

の
魂
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
に
、
い
つ
し
か
会
場

は
拍
手
の
渦
に
包
ま
れ

て
い
た
。

　

二
日
目
は
、
十
三
の

フ
ォ
ー
ラ
ム
に
分
か
れ

て
研
修
が
行
わ
れ
、
栃

木
県
は
第
八
フ
ォ
ー
ラ

ム
を
担
当
し
た
。

　

台
風
八
号
の
接
近
で

開
催
自
体
が
心
配
さ
れ

た
が
、
無
事
に
全
日
程

を
終
了
す
る
こ
と
が
で

き
た
。
開
催
に
あ
た
り

ご
尽
力
い
た
だ
い
た
関

係
各
位
に
感
謝
し
た
い
。

　

八
月
二
十
一
日
（
月
）

〜
二
十
三
日
（
水
）、

栃
木
県
立
と
ち
ぎ
海

浜
自
然
の
家
に
て
、

二
百
四
十
一
名
の
県
内

新
規
採
用
教
諭
宿
泊
研

修
が
行
わ
れ
た
。

　

今
年
も
、「
保
育
者
に

ふ
さ
わ
し
い
①
明
朗
で

き
ま
り
よ
く
行
動
す
る
生
活
体
験
、
②
豊
か
な

自
然
体
験
③
積
極
的
に
社
会
人
と
し
て
の
体
験

等
を
積
む
と
と
も
に
、
学
校
教
育
と
し
て
の
幼

児
教
育
及
び
保
育
の
理
解
を
深
め
る
。」
を
目

的
と
し
、
栃
木
県
幼
稚
園
連
合
会
青
年
部
委
員

及
び
教
育
研
究
委
員
が
実
行
委
員
と
な
り
三
日

間
を
通
し
て
様
々
な
内
容
の
研
修
を
行
っ
た
。

　

初
日
は
、
生
活
や
活
動
、
研
修
が
ス
ム
ー
ズ

に
進
む
よ
う
、
入
所
式
後
に
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
行
っ
た
。
ア
イ
ス
ブ
レ
イ
ク

を
し
、
グ
ル
ー
プ
内
の
関
係
性
を
深
め
る
と
と

も
に
、
個
人
の
役
割
を
明
確
に
し
た
。
夜
は
、

毎
年
起
こ
る
水
の
事
故
を
受
け
、「
水
の
事
故

防
止
〜
安
全
で
楽
し
い
水
遊
び
を
実
施
す
る
た

め
に
〜
」
を
お
題
と
し
、
水
遊
び
の
目
的
、
水

の
特
性
を
学
ん
だ
上
で
、
危
険
個
所
や
監
視
業

務
の
重
要
性
を
伝
え
た
。

　

二
日
目
は
、
ま
ず
全
体
活
動
と
し
て
「
こ
れ

で
バ
ッ
チ
リ
！
園
の
代
表
と
し
て
の
自
覚
を
持

と
う
！
」
を
お
題
と
し
、
保
護
者
応
対
や
社
会

人
と
し
て
の
マ
ナ
ー
、
電
話
対
応
等
を
伝
え
、

実
際
に
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
ン
グ
を
行
う
こ
と
で
学

び
を
深
め
た
。
新
人
で
も
他
者
か
ら
見
れ
ば
園

の
一
員
、
自
分
の
行
動
が
園
の
評
判
と
な
る
、

一
人
一
人
が
園
の
看
板
を
背
負
っ
て
い
る
と
い

う
自
覚
を
再
認
識
さ
せ
、「
失
敗
し
て
も
次
に

繋
げ
れ
ば
い
い
」
等
、
自
信
を
も
っ
て
働
け
る

よ
う
話
を
し
た
。

新
規
採
用
幼
稚
園
教
諭

　
　
　
　宿
泊
研
修
報
告

新
規
採
用
幼
稚
園
教
諭

　
　
　
　宿
泊
研
修
報
告

　

選
択
活
動
で
は
、
即
実
践
で
使
え
る
歌
や
制

作
、
室
内
外
で
の
遊
び
や
そ
れ
に
伴
う
危
険
、

ま
た
、
絵
本
と
保
育
の
関
係
性
や
認
定
こ
ど
も

園
に
お
け
る
０
・
１
・
２
歳
児
担
当
に
対
応
し
た

講
義
を
行
な
っ
た
。
各
々
が
興
味
の
あ
る
活
動

を
選
び
、
午
前
午
後
と
も
に
し
っ
か
り
と
活
動

し
た
。

　

夕
食
後
は
、
任
意
活
動
に
希
望
で
参
加
し
、

リ
ラ
ッ
ク
ス
し
た
中
で
、
新
し
い
ス
キ
ル
を
習

得
し
な
が
ら
、
実
行
委
員
に
悩
み
相
談
な
ど
を

し
て
気
分
転
換
が
で
き
る
時
間
を
過
ご
し
た
。

　

三
日
目
は
、
今
ま
で
活
動
以
外
の
時
間
を
有

効
に
使
い
、
班
ご
と
に
作
り
上
げ
て
き
た
手
あ

そ
び
を
「
手
あ
そ
び
コ
ン
ク
ー
ル
」
で
発
表
し

た
。
発
表
す
る
手
あ
そ
び
を
発
案
し
、
練
習
し

て
い
く
こ
と
で
交
流
や
話
し
合
い
が
進
み
、
協

力
や
思
い
や
り
の
気
持
ち
が
育
つ
機
会
と
な
っ

て
い
た
。
ま
た
、
対
象
年
齢
を
決
め
る
こ
と

で
、
各
園
で
の
対
象
年
齢
の
子
ど
も
た
ち
が
ど

の
よ
う
な
も
の
に
興
味
を

持
ち
、
ど
の
よ
う
な
活
動

が
で
き
る
か
を
考
え
、
受

持
つ
ク
ラ
ス
の
子
ど
も
た

ち
を
思
い
返
す
時
間
に
も

な
っ
た
だ
ろ
う
。

　

今
回
学
ん
だ
、
保
育
内

で
の
危
険
回
避
や
社
会
人

と
し
て
の
マ
ナ
ー
、
活

動
の
構
成
の
仕
方
を
十
分

に
理
解
し
て
も
ら
う
と
と

も
に
、
今
回
感
じ
た
活
動

で
の
「
楽
し
い
」
と
い
う

気
持
ち
を
子
ど
も
た
ち
に

伝
え
ら
れ
る
、
そ
ん
な
あ

た
た
か
い
先
生
に
な
っ
て

く
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い

る
。

　

宿
泊
研
修
で
学
べ
る
こ

と
は
と
て
も
多
く
、
研
修

生
、
実
行
委
員
と
も
に
、

貴
重
で
充
実
し
た
三
日
間

に
な
っ
た
だ
ろ
う
。

　

ス
ク
ー
ル
バ
ス
安
全
運
転
研
修
会

期
日　
平
成
二
十
九
年
七
月
二
十
七
日（
木
）

会
場　

二
荒
山
会
館
（
鶴
・
亀
の
間
）

参
加
　
百
六
十
九
名

講
師

　

宇
都
宮
中
央
警
察
署　

交
通
総
務
課

　
　
　
　

企
画
係
長　

橋
本
　
幸
治 

氏

　

栃
木
交
通
バ
ス
㈱　

運
行
部

運
行
部
長　

石
崎
　
隆
英 

氏

　

日
々
の
交
通
安
全
に
つ
い
て
の
心
構

え
や
、
注
意
点
を
確
認
し
た
。
見
え
な

い
危
険
を
照
ら
し
出
す「
命
を
照
ら
せ
」

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
、
そ
の
重
要
性
を
再
確

認
し
た
。
幼
稚
園
バ
ス
に
よ
る
事
故
は
、
年
間

二
〇
〇
件
以
上
も
起
き
て
い
る
。
経
験
を
積
む

と
、
多
少
の
体
調
不
良
で
も
大
丈
夫
だ
と
思
い

込
み
や
、
自
分
の
技
術
や
知
識
を
過
信
し
て
安

全
意
識
が
低
下
し
て
し
ま
う
傾
向
が
あ
る
。
命

に
関
わ
る
大
き
な
事
故
を
防
ぐ
た
め
に
も
、
自

己
管
理
や
安
全
意
識
の
再
確
認
、
園
と
し
て
も

運
転
手
の
体
調
確
認
を
し
っ
か
り
行
い
、
運
転

の
可
否
の
決
定
に
つ
い
て
慎
重
に
判
断
す
る
こ

と
が
必
要
で
あ
る
。

　

幼
稚
園
バ
ス
に
よ
る
重
大
事
故
は
、
園
の
評

判
に
も
大
き
な
影
響
を
及
ぼ

し
て
し
ま
う
。
プ
ロ
ド
ラ
イ

バ
ー
の
心
構
え
と
し
て
①
安

全
な
送
迎
に
向
け
て
の
心
の

準
備
②
ど
ん
な
事
態
に
対
し

て
も
い
つ
で
も
対
応
で
き
る

準
備
③
目
的
を
必
ず
達
成
す

る
と
い
う
意
気
込
み
を
し
っ

か
り
と
持
ち
、
運
転
業
務
に

取
り
組
む
。
と
い
っ
た
事
が

求
め
ら
れ
る
。
そ
の
中
で
保

護
者
か
ら
の
安
心
安
全
評
価

が
生
ま
れ
、
園
へ
の
信
頼
に

繋
が
る
。
運
転
手
に
求
め
ら

れ
る
責
任
は
重
く
、
プ
ロ
ド

ラ
イ
バ
ー
と
し
て
の
誇
り
と

自
覚
を
持
ち
、
安
全
へ
の
注

意
力
と
配
慮
を
さ
ら
に
高
め

る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
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県
内
の
私
立
幼
稚
園
や
認
定
こ

ど
も
園
の
先
生
な
ど
を
目
指
す
学

生
ら
に
、
そ
の
魅
力
や
そ
れ
ぞ
れ

の
園
の
特
色
な
ど
、
参
加
し
た
学

生
に
直
接
説
明
で
き
る
就
職
説
明

会
が
、
七
月
二
十
三
日
（
日
）
に

宇
都
宮
の
マ
ロ
ニ
エ
プ
ラ
ザ
で
開

催
さ
れ
た
。

　

説
明
会
の
参
加
ス
タ
イ
ル
は
、

学
生
が
説
明
を
希
望
す
る
園
の

ブ
ー
ス
に
着
席
す
る
ス
タ
イ
ル
。

　

説
明
を
希
望
さ
れ
た
園
は
、
私

立
幼
稚
園
や
認
定
こ
ど
も
園
で
働

く
事
の
素
晴
ら
し
さ
を
ア
ピ
ー
ル

す
る
と
と
も
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
園

の
採
用
条
件
や
保
育
内
容
、
さ
ら

に
は
行
事
の
持
ち
方
な
ど
、
自
園

の
魅
力
を
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど
の

資
料
を
も
と
に
、
お
も
い
お
も
い

に
説
明
し
た
。

　

参
加
し
た
学
生
数
は
、
四
百
名

を
割
り
三
百
九
十
六
名
。
前
年
度

と
比
較
し
て
は
、
五
十
二
名
減
と

な
っ
た
が
、
学
生
ら
は
各
園
の

ブ
ー
ス
に
一
名
か
ら
三
名
ほ
ど
が

座
り
、
各
園
の
説
明
に
熱
心
に
耳

を
傾
け
た
。

　

ま
た
今
回
、
広
報
委
員
会
で
は

参
加
学
生
の
就
職
に
関
す
る
声
を

各
園
に
お
届
け
す
る
た
め
に
、
参

加
前
と
後
で
の
就
職
希
望
先
の
変

化
や
、
就
職
希
望
先
を
決
め
る
に

あ
た
っ
て
重
要
視
す
る
こ
と
等
を

聞
き
取
る
簡
単
な
ア
ン
ケ
ー
ト
を

実
施
し
た
の
で
、
参
考
と
し
て
ご

覧
願
い
た
い
。

　

現
場
で
の
聞
き
取
り
な
ど
か

ら
、
あ
る
学
生
は
、「
今
ま
で
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
中
心
に
情
報
を
得
て

い
た
が
、
直
接
、
話
が
聞
け
た
こ
と
に
よ

り
、
疑
問
や
不
安
に
思
っ
て
い
た
よ
う
な

こ
と
が
、少
し
解
消
で
き
た
よ
う
に
思
う
」

と
話
し
て
い
た
ほ
か
、「
他
園
や
、
他
地

域
と
比
較
が
で
き
た
こ
と
に
よ
り
自
分
が

目
指
し
た
い
保
育
や
、
こ
の
園
に
就
職
し

た
い
と
希
望
す
る
園
を
見
つ
け
る
こ
と
が

で
き
た
」
と
い
う
声
や
、「
就
職
に
対
す

る
意
欲
が
増
し
た
」
と
い
う
声
が
聞
け
た

の
は
印
象
的
。

　

各
園
の
ブ
ー
ス
の
中
に
は
、
現
場
の
教

職
員
が
直
接
、
学
生
ら
に
説
明
す
る
園
も

い
く
つ
か
見
ら
れ
、
学
生
ら
は
、
よ
り
現

場
に
近
い
具
体
的
な
説
明
と
、
よ
り
年
齢

が
近
い
分
、
現
場
の
教
職
員
ら
に
親
近
感

を
覚
え
た
様
子
で
あ
っ
た
。
し
か
し
そ
の

一
方
で
は
、
園
長
先
生
と
直
接
話
が
で
き

た
事
で
、「
想
像
以
上
に
園
長
先
生
方
が

と
て
も
明
る
く
気
さ
く
で
驚
い
た
」
と
い

う
よ
う
な
声
や
、「
各
園
の
丁
寧
な
説
明

に
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
だ
」
と
い

う
よ
う
な
声
も
多
く
あ
っ
た
。

　

学
生
ら
は
ポ
イ
ン
ト
を
絞
っ
て
面
談
し

た
の
か
、
開
始
か
ら
約
一
時
間
三
十
分
後

に
は
、
半
数
以
上
と
思
わ
れ
る
学
生
が
会

場
か
ら
姿
を
消
し
て
し
ま
っ
た
。
そ
ん
な

中
で
も
、
開
始
か
ら
終
了
間
近
ま
で
、
学

生
が
ま
め
に
訪
れ
て
い
る
よ
う
な
園
も
あ

り
、
学
生
か
ら
も
「
あ
と
一
時
間
は
欲
し

い
」
と
い
う
声
も
一
部
あ
っ
た
。

　

な
お
、
私
事
で
恐
縮
で
あ
る
が
、
こ
の

記
事
を
書
い
た
私
の
園
は
、
説
明
を
希
望

し
着
席
に
至
っ
た
学
生
数
は
、
前
年
の
半

数
以
下
。
原
因
に
つ
い
て
は
、
参
加
人
数

の
減
少
以
上
に
自
園
の
努
力
の
至
ら
な
さ

と
分
析
し
た
が
、
さ
て
、
皆
さ
ま
の
園
で

は
ど
う
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
か
？

広
報
委
員
長
　
伊
沢
　
信
恭

就職説明会参加者数と四月採用者数

アンケート結果

100

0

200

300

400

500

600

説明会参加数
四月採用者数

20 21 22 23 24 25 26 27 28 29（年度）

（名）

Ｑ２　あなたが就職を決めるにあたって特に重視することを
表から５つ選んでください。あなたが重視することが表
中にない場合は、その内容を記載してください。

Ｑ１　あなたの就職先について、上位２つを選んでくだ
さい。本日の就職説明会に参加する前と後でそれ
ぞれお答えください。

0
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200
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（名）
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176 119182

■幼稚園　　■認定こども園　　■保育園　　■福祉施設
■小学校　　■一般企業　　　　■その他

41026

145159

4622

参加学生数 396名（県内 351名　県外 44名　一般 1名）　アンケート回収数 299名　回収率 75.5%

247 275265246208212208188202
247 275265 265246208212208188202

498

396
448461

503

407443
497

420
482498

396
448461

503

407443
497

420
482

職
場
の
人
間
関
係
が
良
い
こ
と

教
育
方
針
や
保
育
内
容
に

共
感
で
き
る
こ
と

給
与
が
多
い
こ
と

通
勤
の
距
離
が
近
い
、

時
間
が
短
い
こ
と

産
休
・
育
休
が
取
り
や
す
い
こ
と

有
給
休
暇
が
取
り
や
す
い
こ
と

地
域
の
評
判
が
高
い
こ
と

施
設
が
き
れ
い
な
こ
と

実
習
園
で
あ
る
こ
と

給
食
が
あ
る
こ
と

退
職
金
制
度
が
充
実
し
て
い
る

ベ
テ
ラ
ン
の
先
生
が
多
い
こ
と

若
い
先
生
が
多
い
こ
と

住
宅
手
当
が
充
実
し
て
い
る
こ
と

男
性
保
育
者
が
い
る
こ
と

そ
の
他

参加前

参加後

265
222

182 163 146 128 110
69 51 46 46 39

15 15 6 4

265
222

182 163 146 128 110
69 51 46 46 39

15 15 6 4

就職説明会　参加学生は400名を割る就職説明会　参加学生は400名を割る就職説明会　参加学生は400名を割る
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キ
ー
ワ
ー
ド
で
導
き
出
し
ま
し
た
。

　

受
講
者
か
ら
は
、「
そ
の
日
、
そ
の
時

の
子
ど
も
の
姿
を
見
て
い
く
こ
と
は
当
然

大
切
で
す
が
、
五
歳
ま
で
の
成
長
を
見
通

し
て
、
今
、
ど
の
よ
う
な
援
助
を
す
べ
き

か
を
考
え
て
い
き
た
い
で
す
」「
保
育
を

観
察
し
て
、
遊
び
の

展
開
の
豊
か
さ
や
片

付
け
の
ス
ム
ー
ズ
さ

に
驚
き
ま
し
た
。
そ

れ
は
、
環
境
を
子
ど

も
の
発
達
に
合
わ
せ

て
い
る
か
ら
だ
と
思
い
ま
し
た
」
な
ど
、

実
際
の
観
察
を
通
し
て
「
発
達
」
に
つ
い

て
考
え
を
深
め
て
い
ま
し
た
。

　

新
採
研
で
は
「
発
達
」
の
視
点
で
し
た

が
、
五
年
研
、
中
堅
研
（
旧
十
年
研
）
で

の
保
育
観
察
・
協
議
は
、
そ
の
キ
ャ
リ
ア

ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
た
視
点
に
な
り
ま
す
。

系
統
的
に
受
講
者
の
資
質
・
能
力
が
高
ま

る
よ
う
年
次
研
修
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

  

第
三
日

  （
幼
稚
園
教
育
研
究
大
会
第

18
分
科
会
）

　

七
月
二
十
八
日
に
、
第
三
日
を
開
催
し

ま
し
た
。
受
講
者
は
、
一
学
期
の
そ
れ
ぞ

れ
の
頑
張
り
を
胸
に
同
期
と
の
再
会
を
喜

ん
で
い
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
、
県
教
育
委
員
会
総
務
課
人

権
教
育
室
の
早
乙
女
寿
雄
副
主
幹
よ
り

「
一
人
一
人
を
大
切
に
す
る
教
育
」
を
題

に
人
権
講
話
が
あ
り
ま
し
た
。幼
児
期
は
、

 

新
規
採
用
幼
稚
園
教
諭
研
修
　

  

第
二
日

　

新
緑
ま
ぶ
し
い
五
月
二
十
三
日
、
六
月

一
日
に
、
宇
都
宮
大
学
教
育
学
部
附
属
幼

稚
園
で
、
新
規
採
用
幼
稚
園
教
諭
研
修
第

二
日
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

午
前
中
、
受
講
者

全
員
が
、
三
歳
児
、

四
歳
児
、
五
歳
児
の

保
育
を
観
察
し
、
幼

児
の
姿
や
環
境
構
成
、

教
師
の
関
わ
り
な
ど

に
つ
い
て
記
録
、
考
察
し
ま
し
た
。
午
後

は
、
そ
の
記
録
を
基
に
グ
ル
ー
プ
協
議
を

し
な
が
ら
、
視
点
を
決
め
て
、
各
年
齢
の

発
達
の
特
徴
や
大
切
に
し
た
い
こ
と
を

子
ど
も
の
自
尊
感
情

の
育
み
に
最
も
大
き

な
影
響
を
与
え
る
時

期
で
あ
る
こ
と
、
そ

の
時
期
に
関
わ
り
を

持
つ
こ
と
の
責
任
に

つ
い
て
確
認
す
る
良

い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

続
い
て
、セ
ン
タ
ー
指
導
主
事
よ
り「
幼

児
理
解
か
ら
始
ま
る
保
育
」
を
テ
ー
マ
に

講
話
及
び
映
像
資
料
を
通
し
た
演
習
を
行

い
ま
し
た
。

　

午
後
は
、
十
一
班

に
分
か
れ
て
、
各
地

区
か
ら
推
薦
さ
れ
た

指
導
助
言
者
に
よ
る

演
習
を
行
い
ま
し
た
。

午
前
中
の
保
育
の
映

像
視
聴
を
基
に
、
言

動
だ
け
で
な
く
、
視
線
や
表
情
か
ら
も
幼

児
の
思
い
を
読
み
取
り
、
グ
ル
ー
プ
で
対

象
児
の
理
解
を
深
め
ま
し
た
。
そ
の
後
、

付
箋
紙
に
よ
る
ワ
ー
ク
を
基
に
、
今
日
の

講
話
・
演
習
や
今
ま
で
の
経
験
か
ら
、
幼

児
理
解
に
大
切
な
こ
と
に
つ
い
て
ま
と
め

ま
し
た
。
最
後
に
、

指
導
助
言
者
か
ら
、

本
研
修
の
趣
旨
を
踏

ま
え
、
そ
れ
ぞ
れ
の

経
験
を
基
に
し
た
多

様
な
助
言
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

受講者が導き出したキーワード

視点

遊びの
提示

保育者
から

子どもと
共に

子どもが
自分から

誰とでも 固定
される

クラス
みんなで

一人一人
の気持ち
を大切に

モデルを
見つける

責任感
を持って

友達との
関わり

片付け

３歳児 ４歳児 ５歳児

★
幼
児
教
育
セ
ン
タ
ー
研
修
案
内
よ
り

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
！

こ
れ
か
ら
の
研
修

○
新
教
育
課
程
中
央
説
明
会
〔
幼
児
教
育
〕

九
月
二
十
七
日
（
水
）

　
説
明
「
幼
稚
園
教
育
要
領
改
訂
の
趣
旨
と

　
　
　
　
今
後
の
幼
児
教
育
の
方
向
性
」

　
　
　
文
部
科
学
省
初
等
中
等
教
育
局

湯
川
秀
樹
　
視
学
官

○
新
教
育
課
程
地
区
説
明
会
〔
幼
児
教
育
〕

　
　
　
・
県
央　
十
月
十
一
日
（
水
）

　
　
　
・
県
北　
十
月
十
二
日
（
木
）

　
　
　
　
※
会
場
が
変
更
に
な
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
塩
谷
庁
舎

　
　
　
　
　
　
〒
三
二
九
―

二
一
六
三

　
　
　
　
　
　
矢
板
市
鹿
島
町
二
十
―

二
十
二

　
　
　
・
県
南　
十
月
十
八
日
（
水
）

　
説
明
「
幼
稚
園
教
育
要
領
改
訂
の
趣
旨
と

　
　
　
　
今
後
の
幼
児
教
育
の
方
向
性
」

　
松
蔭
大
学
子
ど
も
学
科
　
山
下
文
一
　
教
授

　
幼
児
教
育
セ
ン
タ
ー
　
神
長
美
津
子
　
顧
問

○
合
同
研
修
〔
幼
小
〕

　
十
月
二
十
六
日
（
木
）・
十
一
月
二
日
（
木
）

　
十
一
月
十
六
日（
木
）・十
一
月
二
十
一
日（
火
）

　
講
話
「
幼
児
期
の
終
わ
り
ま
で
に
育
っ
て
ほ

　
　
　
　
し
い
姿
を
発
揮
で
き
る
ス
タ
ー
ト
カ

　
　
　
　
リ
キ
ュ
ラ
ム
」

　
協
議
「
幼
児
期
の
終
わ
り
ま
で
に
育
っ
て
ほ

　
　
　
　
し
い
姿
に
基
づ
き
、
接
続
期
の
カ
リ

　
　
　
　
キ
ュ
ラ
ム
を
見
直
そ
う
」

○
幼
児
教
育
特
別
講
座
Ⅰ

　
　
　
　
　
　
　
十
一
月
一
日
（
水
）

　
講
話
「
幼
稚
園
教
育
要
領
改
訂
に
伴
う
幼
稚

　
　
　
　
園
・
保
育
所
・
こ
ど
も
園
の
連
携
」

大
阪
総
合
保
育
大
学
　
大
方
美
香
　
教
授

幼
児
教
育
特
別
講
座
は
、要
領
改

訂
に
伴
い
、今
年
度
の
み
開
催
す
る

講
座
で
す
。乳
児
期
か
ら
幼
児
期
の

発
達
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
ま
す
。
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編集後記
　
「
今
年
は
猛
暑
！
」
と
言
わ
れ
て

ス
タ
ー
ト
し
た
夏
休
み
。
ふ
た
を
開

け
て
み
れ
ば
思
い
の
外
暑
く
な
ら

ず
、
そ
れ
ど
こ
ろ
か
雨
が
続
く
毎
日

…
。「
夏
ら
し
く
な
い
」
気
候
に
な

ん
と
な
く
寂
し
さ
を
覚
え
た
方
も
多

か
っ
た
こ
と
と
思
う
。

　

こ
の
「
〜
〜
ら
し
さ
」
と
い
う
言

葉
。
現
社
会
に
お
い
て
失
わ
れ
つ
つ
あ
る

も
の
の
一
つ
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

外
遊
び
を
せ
ず
に
ゲ
ー
ム
や
テ
レ
ビ
に

夢
中
に
な
っ
て
い
る
子
ど
も
た
ち
。
ま
る

で
子
ど
も
ら
し
く
な
い
。
我
が
子
そ
っ
ち

の
け
で
ス
マ
ホ
を
触
っ
て
い
る
大
人
た

ち
。
大
人
（
親
）
ら
し
く
な
い
。
私
欲
に

目
が
く
ら
み
不
正
を
繰
り
返
す
政
治
家
。

も
っ
て
の
ほ
か
で
あ
る
。

　

子
ど
も
ら
し
さ
、
大
人
ら
し
さ
、
男
ら

し
さ
、
女
ら
し
さ
、
そ
し
て
先
生
ら
し
さ

…
。
自
由
、平
等
、オ
ン
リ
ー
ワ
ン
と
い
っ

た
言
葉
に
守
ら
れ
疎
か
に
な
っ
て
い
る
こ

の
言
葉
こ
そ
、
今
改
め
て
見
直
さ
な
け
れ

ば
い
け
な
い
大
切
な
こ
と
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。

　

新
制
度
が
施
行
さ
れ
三
年
目
。
県
内
で

も
新
制
度
へ
移
行
し
た
園
が
半
数
を
超
え

た
。
し
か
し
な
が
ら
待
機
児
童
問
題
が
ま

だ
ま
だ
解
決
し
な
い
一
方
で
、
少
子
化
の

波
は
衰
え
る
こ
と
を
知
ら
ず
、
我
々
幼
稚

園
、
認
定
こ
ど
も
園
と
し
て
は
、
今
後
の

行
く
末
が
な
か
な
か
見
え
な
い
状
況
で
あ

る
。

　

そ
ん
な
今
だ
か
ら
こ
そ
、
も
う
一
度
原

点
に
返
っ
て
幼
児
教
育
の
大
切
さ
を
再
確

認
し
、
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
「
幼
稚
園

ら
し
く
」進
ん
で
い
き
た
い
も
の
で
あ
る
。

（
石
川　

健
太
郎
）
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平
成
二
十
七
年
一
月
三
十
一
日
（
土
）

●
開
会
式

●
講
演
会

　
　講
師
：
玉
川
大
学
教
育
学
部

　
　
　
　
　
　

 

教
授

　大
豆
生
田

　啓
友 

氏

●
公
演
会

　
　講
師
：
ケ
ロ
ポ
ン
ズ〔
増
田 

裕
子 

氏（
ケ
ロ
）・

　
　
　
　
　
　
　
　
　　平
田 

明
子 

氏（
ぽ
ん
）〕

会
場
：
栃
木
県
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー・メ
イ
ン
ホ
ー
ル

表 彰
●
栃
木
幼
稚
園
・
若
葉
幼
稚
園
　

　
　
理
事
長・園
長
　
松
下  

明
世 

様

高
齢
者
叙
勲

　
瑞
宝
双
光
章（
教
育
功
労
）

平
成
二
十
九
年

　十
月
〜
十
二
月
ま
で
の
事
業
予
定

10
月
１１
日
　
※ 

新
教
育
課
程
地
区
説
明
会

10
月
１２
日
　
※ 

新
教
育
課
程
地
区
説
明
会

10
月
１４
日
　

〜
11
月
４
日
　
第
２４
回
　
ピ
カ
ピ
カ
の
栃
木
県

10
月
16
〜
17
日
　
全
日
私
幼
　
設
置
者・園
長
研
修
全
国
大
会（
大
分
）

10
月
１８
日
　
※ 

新
教
育
課
程
地
区
説
明
会

10
月
２４
日
　
幼
稚
園
教
育
振
興
の
集
い（
黒
磯
市
）

10
月
２５
日
　
資
質
向
上
研
修

10
月
26
日
　
※ 

合
同
研
修（
幼・小
）

10
月
３０
日
　
保
育
セ
オ
リ
ー
講
座

10
月
３１
日
　
※ 

中
堅
幼
稚
園
教
諭
等
資
質
向
上
研
修

11
月
２
日
　
※ 

合
同
研
修（
幼・小
）

11
月
７
日
　
※ 

幼
児
期
の
特
別
支
援
教
育
研
修

11
月
８
日
　
※ 

幼
稚
園
教
職
５
年
目
研
修

11
月
９
〜

１０
日
　
全
日
私
幼
　
関
東
地
区
代
表
者
協
議
会（
神
奈
川
）

11
月
16
日
　
設
置
者・園
長
研
修
会

11
月
16
日
　
※ 

合
同
研
修（
幼・小
）

11
月
１８
日
　
０・１・２
歳
児
研
修

11
月
１９
日
　
と
ち
ぎ
教
育
振
興
大
会

11
月
２１
日
　
※ 

合
同
研
修（
幼・小
）

11
月
２２
日
　
保
育
テ
ク
ニ
カ
ル
講
座

11
月
２８
日
　
保
育
セ
オ
リ
ー
講
座

12
月
１
日
　
※ 

ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

12
月
８
日
　
資
質
向
上
研
修

12
月
26
日
　
新
規
採
用
幼
稚
園
教
諭
研
修（
集
合
研
修
）

　
　
　
　
　
　
　
※ 

は
幼
児
教
育
セ
ン
タ
ー
事
業

訃

　報謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

●
真
岡
市
　
真
岡
さ
く
ら
幼
稚
園

　
　
学
園
長
　
　
加
藤

　光

　先
生

　
　
　
平
成
二
十
九
年
七
月
二
日
　
逝
去

●
宇
都
宮
市
　
岡
本
幼
稚
園

　
　
前
理
事
長
　
落
合 

利
雄

　先
生

　
　
　
平
成
二
十
九
年
八
月
十
六
日
　
逝
去

こ
ど
も
政
策
課
だ
よ
り

こ
ど
も
政
策
課
だ
よ
り

　

七
月
か
ら
十
二
月
ま
で
の
間
、
標
記
調

査
等
を
幼
稚
園
・
幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど

も
園
を
対
象
に
実
施
し
て
い
ま
す
。
調
査

内
容
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

・
学
校
法
人
の
管
理
運
営
状
況

・
幼
稚
園
・
認
定
こ
ど
も
園
の
管
理
運
営

状
況

・
会
計
処
理
状
況　

等

　

実
施
日
時
等
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
調

査
対
象
と
な
る
幼
稚
園
・
認
定
こ
ど
も
園

設
置
者
宛
て
に
通
知
し
て
い
ま
す
。
調
査

へ
の
御
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
今
年
度
調
査
対
象
外
の
幼
稚

園
・
認
定
こ
ど
も
園
に
お
い
て
も
日
常
業

務
の
再
点
検
を
行
い
、
適
正
な
管
理
運
営

に
努
め
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。

　

な
お
、
点
検
の
結
果
、
園
則
変
更
、
園

地
・
園
舎
変
更
、
理
事
・
監
事
就
任
届
等

が
未
提
出
の
場
合
に
は
、
早
急
に
提
出
願

い
ま
す
。

●
幼
稚
園
運
営
費
補
助
金
交
付
申
請
書

・
提
出
期
限　

十
月
中
旬
（
予
定
）

・
平
成
二
十
九
年
度
幼
稚
園
運
営
費
補
助

金
（
一
般
補
助
分
）
の
内
定
に
つ
い
て

は
、
十
月
上
旬
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

交
付
申
請
書
の
提
出
に
当
た
っ
て
は
、

各
種
提
出
書
類
に
つ
い
て

平
成
ニ
十
九
年
度
幼
稚
園
財
務
関
係

調
査
及
び
幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も

園
指
導
監
査
の
実
施
に
つ
い
て

別
途
通
知
す
る
内
定
通
知
に
基
づ
き
提

出
願
い
ま
す
。

●
幼
稚
園
教
材
費
等
補
助
金
交
付
申
請
書

・
提
出
期
限　

十
月
中
旬
（
予
定
）

●
幼
稚
園
運
営
費
補
助
金
及
び
幼
稚
園
教

材
費
等
補
助
金
（
特
別
補
助
分
）
関
係

書
類

一　

特
別
支
援
教
育

・
提
出
書
類

ア　

対
象
園
児
就
園
状
況
調
書

イ　

対
象
園
児
担
当
・
指
導
教
職
員
に

関
す
る
調
書

ウ　

対
象
園
児
で
あ
る
旨
の
判
定
調
書

・
提
出
期
限　

十
月
二
十
日

※
ウ
に
つ
い
て
は
、
身
障
者
手
帳
、
特
別

児
童
扶
養
手
当
証
書
、
療
育
手
帳
、
専

門
医
の
診
断
書
又
は
、
児
童
相
談
所
等

の
判
定
書
の
い
ず
れ
か
が
必
要
と
な
り

ま
す
。

　
　

ま
た
、
学
級
担
任
以
外
の
教
職
員
か

ら
特
別
な
教
育
支
援
を
受
け
て
い
る
幼

児
が
補
助
対
象
園
児
と
な
り
ま
す
の

で
、
御
留
意
願
い
ま
す
。

二　

子
育
て
ラ
ン
ド
事
業

・
提
出
書
類

ア　

子
育
て
ラ
ン
ド
事
業
実
施
計
画
書

イ　

各
事
業
に
お
け
る
保
護
者
等
へ
の

案
内
通
知
（
写
）

・
提
出
期
限　

十
一
月
上
旬
（
予
定
）

三　

わ
ん
ぱ
く
保
育
推
進
事
業

・
提
出
書
類

ア　

わ
ん
ぱ
く
保
育
推
進
事
業
実
施
計

画
書

イ　

預
か
り
保
育
実
施
記
録

ウ　

保
護
者
等
へ
の
案
内
通
知
（
写
）

・
提
出
期
限　

十
一
月
中
旬
（
予
定
）

※
各
種
提
出
書
類
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、

別
途
送
付
す
る
通
知
文
を
参
照
の
上
提

出
願
い
ま
す
。


